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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

· 本日から職員旅行によりスタッフが不足している為、事故の無いように確認を徹底する事。

· 八戸短期大学の看護学生が本日から２日間通所実習予定。

＜利用者様情報＞

· 本多　富美様～本日デイケア利用予定となっていたが、欠席の連絡を受けている。情緒不安定に

より通所出来ないと話されている。本日外来受診予定の為、受診時に担当医へ相談するとの事。

· 清水　泰雅様～昨日の夕食後に妹様と喧嘩をしたと報告あり。「洗い物の水が跳ねた事で頭に来た」

と話されている。苛々は２４時頃には収まったとの事で、夜間の睡眠は取る事が出来たと話されている。来所時には若干表情の硬さが見られているが、声掛けには穏やかに返答されている。

· 中村　茂　様～以前に手術をしているイボ痔が気になると話されており、午後より他科受診をする

との事。出血や痛みは無く、違和感があると訴えている。

· 下町サン子様～青風荘から認知症状が悪化している様子があると情報提供受けている。朝食中に

洗濯物を持ってくることや、洗濯済みとそうでは無い物を混ぜてしまうとの事。

通所での様子としては、昼食を摂取出来ない様子で副菜を不食している。排便状況を確認すると、「昨日タライ１つ分出た」と話されている。今後も様子観察を行い、必要時には日課の介入も行なっていく。

· 稲垣　ふき様～本日より通所再開している。捻挫により足をかばって歩いている様子は見られる。

眠気が強い様子で運動プログラム等の身体を動かしている時間帯にも閉眼している様子が見られている。歩行状態や、眠気によるふらつきの有無を確認し、移動時には見守りを行なっていく。

· 小野寺ノリ様～昨日には食事を口腔内に溜め込んでおり、食事を摂れない様子であったが、今日は

食事をスムーズに摂取する事が出来、全量摂取している。口腔内に食べ物が無くても口をモゴモゴしている事や、飲み込む前に食べ物を口に詰め込む事があり、食事摂取時には声掛けを要している。又、口を開けた際に義歯が落ちてくる事があり、義歯が合わなくなっている可能性も考えられる。

· 倉石ヨシエ様～朝食はほぼ全量残していると青風荘から情報あり。昼食は全量摂取している。本日

で４日間排便が無いと話しており、水分の摂取と腹部マッサージや運動を促している。又、排便があった際には報告して頂きたいことを伝えている。

· 村上　元道様～うみねこ幸房での仕事量について、他者よりも仕事量が多いにも関わらず、なかな

か評価が上がらないと話される。また、仕事量が多く疲労感を感じ「疲れた。」と表現する事で評価が下がっているのではと捉え、理不尽さを感じるとの事。仕事量や評価に関しては、うみねこ幸房スタッフと話し合うよう伝えている。

＜疾患別診療計画立案＞

○清水　秋男様（61）主治医：川端Ｄｒ　主病名：統合失調症　既往歴：なし

【入院歴】あり（5回）　　最終入院：Ｈ23.4.17～Ｈ23.10.3（青南病院）

【治療歴】あり　デイナイトケア利用

【現在の状況】

· ストレスを溜め込む事で病状悪化へと繋がっていることがあり、隠す必要のない事に関しても隠してストレスとなっている事がある

· ストレスとなっている事は今は無いが、自分の思うように行かない事でストレスを感じると話されている

例）外出したいがデイナイトケアの利用と日にちが被っている

· 運動は動きが小さく声掛けを行なうが、一時的な改善に留まっている

· 公共の場所を利用する上でのマナーが悪い

例）・流し台に痰を吐く

・入れ歯を舐める

・くしゃみ、咳の際のエチケットが出来ていない

· 内服の服用は出来ており、再発防止のために必要であることは理解している。

· 病識について触れると黙り込んでしまう事や、自分の話を他者に話したがらない様子見られている

· 体重を落としたいと希望され運動を実施している

· Ｈ24年4月に携帯電話を購入し、お兄様が支払いの管理を行なっている

【デイナイトケア利用目的】

1 基本的生活主観の習得

2 運動の習慣化

3 対人関係の改善

4 作業能力・持続性の向上

5 病識を身につける

【目標】

長期：病状安定し単身生活したい。

中期：

①病状悪化に自分から気が付けるようになる。

②社会資源を活用した生活を送る。

短期：

①ストレスを溜めないように自分の思いを他者へ伝えれるようになる。

②運動時は体を大きく動かし、卓球を行いながら体力作りに努める。

③社会的マナーを身に付ける。

※単身生活に関しては、現時点での生活では難しい事を振り返り、単身生活に必要なスキルとして何があるのかを具体的に考え、順序立ててスキルアップを図るよう本人と計画を立案していく。

○小笠原　富治様（75）　主治医：千葉(良)Ｄｒ　主病名：統合失調症　既往歴：胃潰瘍

【入院歴】あり（3回）　　最終入院：Ｓ42.3～Ｈ13.6.19（青南病院）

【治療歴】あり　デイナイトケア利用

【現在の状況】

· 幻聴や妄想は現在はない

· 意欲低下が見られている

· 役割を行う事は出来ており、他者が不調により役割を出来ないときには率先して実施している

· 服薬は忘れずに行なっている

· 「社会に出てみたい」と話しているが、本人が話す社会としてはバスを利用した外出などを指している様子

· 単身生活に対する希望は持っている

· 運動などは気を付けて動くようにしており、機能低下を意識している

· 今までの成長過程で社会を見ていない事で、社会性が欠如している部分があるが、練習する事に対しての抵抗は示さない

【デイナイトケア利用目的】

1 生活リズムの改善

2 運動の習慣化

3 人付き合いの場への参加

4 孤立化予防

5 注意・集中力の維持

6 意欲・達成感の獲得

7 服薬の習慣化

8 病識の理解

【目標】

長期：病状悪化せず現状維持したい。

生きがいややりたい事を見つける。

中期：

①病状悪化を防ぎ、デイナイトケアを長期利用出来るように目的や生きがいを探す。

②現状維持する為に体力低下を防ぐ。

短期：

①スタッフへ興味がある事や要望を伝える。

②運動に参加し体力作りを行う。

＜外来情報＞

· 袴田　淑子様～採血の結果カリウム値が低く、増薬となっている。来週採血・尿検査実施予定。

· 清水　秋男様～早朝覚醒があり2:00に起床してしまうと訴えている為、眠剤が追加処方と

なっている。排便状態が悪いと訴え、センナリドが増薬となっている。

· 平　　京子様～外来にて脈拍測定を行なっているが、頻脈とはなっていない。通所での脈拍

測定を1週間行い報告する事。

· 巴　　勇樹様～外来にて脈拍測定を行なっているが、頻脈とはなっていない。通所での脈拍

測定を1週間行い報告する事。

· 淡路智恵子様～アパートにて単身生活したいことをお兄様へ電話にて伝えた所怒られたと

報告されている。今週末にはお兄様を訪問して直接アパート入居について話をするつもりであるとの事。担当医から、関係部署は本人の話をしっかりと聞くよう指示が出ている。

· 清水　泰雅様～昨日、妹様が食器を洗っている際に本人に水がかかり、反射的に頭を拳で殴っ

たと報告されている。今後も同じ事があった際には自分を抑える自身が無いと話されている為、デパケンが追加処方となっている。

· 高橋　洋子様～本日採血実施している。3週間後に再度採血実施予定。

· 八木橋牧雄様～飲酒について「他者に誘われて飲んだ」と報告されている。現在は飲酒して

おらず、今後誘われても断ると話している。担当医からは、飲酒するようであれば今後の年金診断書作成は出来ない事を説明している。

